
次の定例会は令和3年６月3日（木）開会予定です。

※本議案が当該議員に関わる内容であることから、地方自治法第１１７条の規定により、採決に加われないために退席

　前任期の議会運営委員会にて、議会改革の一つ
として、地元の大学との連携を図ることについ
て、全会派で進めていくことを決定し、大学を訪
問し、協力をお願いしてきました。
　その結果、令和３年３月３０日（火）、小金井市議
会は、東京学芸大学と、両者の連携と相互協力の
確立に資するため、パートナーシップに関する協
定を締結しました。小金井市議会が他の機関と協
定を結ぶのは初めてのことです。
　この協定締結により、小金井市議会は東京学芸
大学より政策課題に対する議論を深める専門的知
見を得ることができること、また、大学生に対
し、地方自治の現場である市議会を見ていただく
ことなどの交流がよりスムーズにできるようにな
ると考えます。

　市議会からは、五十嵐前議長をはじめ、前副議長、議会運営委員会の前
正副委員長が出席しました。東京学芸大学からは、國分学長をはじめ、副
学長等が出席し、協定締結式が行われました。（写真撮影時のみマスクを
外しています。）

東京学芸大学とパートナーシップ協定を締結
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【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

タンク貯蔵汚染水を海洋放
出する基本方針の拙速な決
定に反対する意見書

関係閣僚会議で決定された海洋放出を選択する基本方針の撤回、タンク増設
による保管継続や大型タンクの長期保管など、安定した処理・保管方法等に
ついて漁民、国民が合意できる方策を検討、実施することを求める。

× × × × × △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

タンク貯蔵汚染水を海洋放出する基本方針の拙速な決定に反対する意見書を緊急事件と認め、日程に追
加し、審議することを求める動議（議員提案） × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

「小金井３・４・１１だより」の
問題点に関する意見書

道路計画推進の一方的な情報を掲載した「小金井３・４・１1だより」の発行は今
後行わない、発行するならパブリックコメントの意見や市議会の意見書、市長
の要望書等これまでの経緯を詳しく掲載することを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

「小金井３・４・１１だより」の問題点に関する意見書を緊急事件と認め、日程に追加し、審議することを求
める動議（議員提案） × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　　決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

監査委員の選任に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　　意

行財政改革の推進に係る諸問題の調査（議員提案） ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 議 △ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × 即 原案可決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の
令和3年度小金井市一般会計補正予算（第４回）、庁舎等建設及び公共施設マネジメントの推進に係る諸問題の調査（議員提案） 即 原案可決

専決処分の報告及び承認について（令和３年度小金井市一般会計補正予算（第３回））、専決処分の報告及び承認について（小金井市市税条例の一部を改正する条例）、専決処分の
報告及び承認について（小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例） 即 承　　認

○：賛成　×：反対　☆：除斥（※）　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 共 公 お 市 会 情 ネ 気 緑
付
　
託
　
先

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

寺
内
だ
い
作

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
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